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【削減状況の自己評価】
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（該当事業者のみ記入）

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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関連数値(平成 25 達成率等
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指標の状況

3,911

計画期間： 平成 25

工場等の名称

生産数量（トン）

目標が未達成となった主な要因としては、染色工程において急な増産に対応すべく、限られた人員で
３交替を回す体制が上半期中続いた。少ない人数で回したため、省力ではあるがエネルギー消費量の
多い機械に頼らざるを得ず、エネルギー原単位が最大で対前年同月比で125％に達した。下半期では
回復傾向に転じたが、結局2013年度終了時点で対前年105％であった。以上の通り、生産量に対して
エネルギーを多く使用する体制での生産により、目標を達成することができなかった。
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（●工場等の数 1 所

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

津山グンゼ株式会社
709-3702

岡山県津山市二宮2200

業種名：繊維工業

縫製用ミシン糸、産業用・自動車用縫い糸の製造：従業員85名

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種
分類

コード

県内の
主　な
工場等

岡山県津山市二宮2200① 津山グンゼ株式会社

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

●車両台数（②該当の場合）

)年度排出量

3,872

年度)

台）

③CO2換算3,000t以上

製造課

4.799 4.409

ベンチマーク指標ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

本票作成

事業の
概　要

部署名：

番号

基準年度

目標削減率

温室効果ガス

ｔCO2ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

4,376

① 津山グンゼ株式会社

CO2/( CO2/( CO2/( 



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

【推進体制】

（平成25年度実施分）
津山グンゼ株式会社

（平成26年度実施予定分）
津山グンゼ株式会社

（平成25年度実施分）
・第２高圧乾燥機品種毎の条件見直しによる乾燥時間短縮
　　削減効果：14tCO2/年
・樹脂加工機センサー取付けによる良品率向上
　　削減効果：7tCO2/年
・第１高圧乾燥機冷却水再利用管路の構築
　　削減効果：28tCO2/年
・ボイラー給水温度の向上
　　削減効果：37tCO2/年

（平成26年度実施予定分）
・第２高圧乾燥機ブロワーインバーター制御
　　削減期待効果：10tCO2/年
・廃水処理曝気槽ブロワー容量小型化（7.5kW→5.5kW）
　　削減期待効果：13tCO2/年
・50K染色機×8台の保温材改修
　　削減期待効果：8tCO2/年
・蒸気配管保温材改修
　　削減期待効果：50tCO2/年
・その他、グンゼ㈱指導による省エネテーマの推進

　 無

　 無

　 無

・エネルギー管理統括者(工場長)、企画推進者(製造課長)、管理員(製造課員)各１名配置
・ISO14001の運用
・CAP-DO（PDCA）検討会、環境委員会の開催（各月１回）

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

県内で
の取組

その他

その他

県内で
の取組


